
（別紙様式２） 

                                 R４年９月１２日 

高松市教育委員会 

保健体育課長 殿 

                学校名 高松私立新番丁小学校           公印 

                校長名 村川 絹子                省略   

 

令和４年度 高松市防災教育講師派遣事業報告書 

 

次のとおり、標記事業を実施したので、報告します。 

学 校 の 名 称 高松市立新番丁小学校 

派 遣 内 容 地震・津波発生の仕組み、発生時の対応に関する教育 

日 時 R４年９月１２日（月） ８：２５～１０：０５（①②時間目） 

場 所 本校 多目的室 

対 象 者 

参 加 人 数 

 

児童数   １５０ 名   

クラス数    ５ クラス  

教職員     ６ 名 

その他     ０ 名 

 

内 容 ・ 日 程 等 

 

東京海上日動の「ぼうさい授業～地震・津波編」 

・地震・津波発生の仕組みや、震災が起きたとき心掛けるべき行

動について等 

 

 

 

 

取 組 に お け る 成 果 

 

 

 

 

津波のメカニズムを動画や資料で教えてくださったことで、視

覚的にも津波の発生の様子が理解できた。特に、地震による津波

が日本海を越えて世界各国まで被害をもたらす動画は、報道が世

界の震災情報を日本でも流すことの理由にもつながり、単純に津

波の被害を知ることだけでない大切な知識を得ていた。 

海岸が近くにある本校の立地やハザードマップを資料に、地震

が発生したときの最適な行動は何か答えだけを伝えるのではな

く、児童に問いかけ考えさせながら教えてくださったので、より

自分事として考えながら知識を深めることができていた。 

被災したとき、どのような防災グッズがあれば安全を確保でき

るか、実物を見せてくださったので、最新の道具や備蓄品の情報

も得ることができていた。 

 

 

今 後 の 課 題 

 

知識として身に付けるだけではなく、学んだことを実際の場面

で活用したり、災害の有無に関わらず自分がどう行動すればよい

かを日常生活の中で考えたりする必要がある。そのために計画的

に防災学習を行ったり、家庭で防災について啓発したりすること

で、意識を継続できるようにしたい。 

 



【事業の様子が分かる写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


